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• CFOの横山です。

• 昨日13時15分に東証適時開示、および当社HPにて発表した、2019年度通期決算につき、ご報告申し
上げます。

• お手元に「2020年3月期 決算短信」、「2019年度決算補足資料」、「2020年3月期 通期決算報告」をご
用意頂いていると思いますが、本日は主に「通期決算報告」に沿って説明しますので、よろしくお願いい
たします。

• まず、私から「2019年度の業績報告および2020年度の事業計画」について説明いたします。

• はじめに、新型コロナウイルス感染症に罹患された方々とご家族の皆様に対し、心よりお見舞い申し上
げ、一日も早い回復をお祈りしております。また、感染拡大防止や治療等に日々、尽力されている医療
従事者の皆様に深く敬意を表し、感謝申し上げます。

• 当社グループでは、食品メーカーとしての供給責任を果たすため、災害時や今回の新型コロナウイル
スによる急激な需要増加に対しても、商品を安定供給できるよう努めております。
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• 2019年度の業績について報告します。スライド2エグゼクティブサマリーをご覧ください。

• 2019年度は、上段に記載の経営方針の下、環境の変化に迅速に対応し、収益力の強化、業績の回復
に努めてまいりました。
この結果、連結業績は前年比増収・増益となり、V字回復を達成することが出来ました。

• 国内即席麺事業は、価格改定が順調に浸透し、主力ブランドが業績を牽引したことに加え、3月には新
型コロナウイルスによる巣篭り需要の拡大もあり、原材料や物流費の上昇、日清食品関西工場の減価
償却費増などの影響を跳ね返し、大幅な増収・増益となりました。なお、国内事業全体でも前期の不動
産売却益などの特殊要因を除けば増収増益となります。

• 海外事業は、米国の業績回復、中国、ブラジルの安定的な成長に加え、欧州、アジアも順調に業績を
伸ばし、アジアの売上における決算期変更の影響を除くと、全地域において増収・増益となりました。



• スライド3は2019年度の実績サマリーです。

• 売上収益は、前期比179億円増収の4,689億円。

• 営業利益は、前期比123億円増益の413億円。

• 親会社の所有者に帰属する当期利益は、前期比100億円増益の293億円となりました。

• 営業利益率は8.8％、ROEは9.0％となります。

• なお、営業利益と当期利益は過去最高益を更新しています。
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• スライド4はセグメント別売上収益の実績です。

• 国内は132億円増収の3,412億円、海外は46億円増収の1,277億円で着地しました。為替の影響を除く
と105億円の増収となります。

• 各セグメントの詳細については次のスライド5で説明させて頂きます。
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• 日清食品は、2,013億円と前期比81億の増収となりました。カップめんは主力ブランドの「カップヌードル
」「どん兵衛」が過去最高売上を達成、前期比+5％で着地。袋めんは、「お椀で食べる」シリーズが堅調
でしたが、「まんぷく効果」の反動もあり、前期比-2％となりました。「その他」ジャンルでは「カレーメシ」
などライス系は好調でしたが全体は減収で着地しました。

• 明星食品は、365億円と前期比37億の増収。カップめんは「チャルメラ」「中華三昧」の好調に加え、オー
プン価格商品も順調に伸び、前期比+9％の着地となりました。袋めんは、「チャルメラ」、オープン価格
の「評判屋」ともに好調で前期比+8％で着地しています。

• 低温事業について、チルドは、「行列のできる店のラーメン」「つけ麺の達人」「ラーメン屋さん」は堅調だ
ったものの、その他ルートが不振で、5％の減収となりました。一方、冷凍は市販用、業務用とも堅調に
推移、7％の増収となりました。この結果、低温事業では19億増収の573億円となりました。

• 菓子・飲料事業では、日清シスコは、菓子部門が減収でしたが、シリアル部門が増収となり、2％増収と
なりました。日清ヨークは、基幹ブランド「ピルクル」の売上は順調でしたが、「十勝のむヨーグルト」は市
場の停滞等により、4％の減収でした。ぼんちは、1％の増収で着地。このセグメントの売上は、3億円減
収の419億円でした。

• 米州地域は、25億増収の659億円となりました。為替の影響35億を差し引くと実質60億円の増収となり
ます。米国は値上げおよびプレミアム商品の販売増により増収。メキシコは「CUP NOODLES Intenso」
の好調と、値上げ効果で大幅増収。ブラジルは主力の袋めんがシェアを拡大、さらに「CUP NOODLES
」が順調に売上を伸ばし大幅増収で着地しています。

• 中国地域は、431億円と16億円の増収となりました。為替影響18億を差し引いた実質的な伸びは35億
円でした。香港は家庭内喫食の増加により即席麺事業は堅調でしたが、卸売りのMCMSが減収となり、
全体では前年並みでした。大陸は「カップヌードル」、「出前一丁」などの販売増により15％の増収で着
地しています。

• アジア地域は、113億円と1億の減収でした。インド、シンガポール、ベトナムが増収となった一方で、タ
イ、インドネシアは減収でした。為替影響は軽微。なお、前期はタイとインドネシアで決算期の変更の為
15ヶ月決算をしており、その影響を除くとセグメントでは増収となります。

• EMEA地域は、欧州での「CUP NOODLES」、「Soba」の好調持続により、74億円と6億の増収となりまし
た。為替影響5億を除くと11億円の増収です。
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• 続いて、スライド6、セグメント別の営業利益です。

• 国内は、19億円減益の343億円で着地しました。この中には前年度に計上した不動産売却益52億等が
含まれており、これら特殊要因を除くと国内事業は39億の増益となります。

• 海外は、114億増益の124億円で着地しました。

• そこに、グループ間調整費の55億を引いた413億円が連結営業利益です。
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• 続いて、スライド7、セグメント別の営業利益の増減要因分析です。

• 日清食品は、6月実施の価格改定が順調に浸透、また、3月に新型コロナウイルスによる巣篭り需要が
拡大したこともあり、それらの増益効果が、関西工場の減価償却費増、物流費や原材料費の高騰を跳
ね返し、営業利益は39億円増益の276億円となりました。

• 明星食品も同様に価格改定と新型コロナウイルス特需による売上増に伴う利益が、物流費、人件費の
増加を吸収し、2億円増益の22億円となりました。

• 低温事業は、チルド事業が主力製品の販売増と価格改定による収益改善により、増益となりました。冷
凍事業は増収による利益増と子会社清算に伴う戻り益があったものの、物流費の増加などにより減益
となりました。セグメントの営業利益は1億円減益の14億円となりました。

• 菓子・飲料事業は、日清シスコが費用増で微減益。日清ヨーク及びぼんちは、減価償却費増により減
益となりました。また、持分法損益は増益でした。セグメントの営業利益は3億円減益の22億円となりま
した。

• 国内その他では、前期に不動産売却益が52億発生した為、10億円と前期比56億の減益となりました。

• 米州地域は、93億の増益となり、営業利益は41億円となりました。為替の影響3億を引いた実質的な伸
びは97億となります。

• 米国は、値上げとプレミアム商品へのシフトやコスト削減等が奏功し、黒字化。

• メキシコは、値上げ効果が、販売チャネル構成の変化やプロモーション強化による費用増をカバーし、
増益で着地しています。

• ブラジルは売上増による増益効果に加え、過年度の税還付もあり増益で着地しています。

（次ページにつづく）
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• 中国地域は、10億増益の49億円となりました。為替の影響2億を引いた実質的な伸びは12億円となり
ます。香港、大陸共に主力商品が安定的に成長、大陸は増益でしたが、香港は管理部門強化による費
用増により、減益となりました。

• アジア地域は、6億増益の24億円で着地しました。為替の影響は軽微でした。タイでは10バーツの袋め
んが引き続き好調なことと、またアジア圏の生産拠点として工場の稼働が安定したことで増益。シンガ
ポールは前期の不動産売却益により減益、インドネシアは赤字幅が縮小しましたが、インド、ベトナム
はまだ水面下です。また、このセグメントの持分法損益はプラスでした。

• EMEA地域の営業利益は、前期比4億増益の11億円で着地。為替の影響は軽微です。欧州および、持
分法適用のロシアでともに増益となりました。

• 持分法損益の詳細は、補足資料の5ページでご確認ください。

• スライド8には、非経常損益の影響を記載しました。内容は個別にご説明した通りです。
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• 続いて、スライド9、営業利益の費用別増減分析です。

• まず、国内から説明します。

• 価格改定並びにコロナ影響による売上増と販売費率の改善により112億円の利益増、原価率変動は7
億円の減益要因となっています。

• 物流費比率は単価の上昇で16億円の費用増。

• 減価償却費は、59億の費用増で、このうち30億はIFRS16号適用による影響ですが、この分、原価や一
般管理費などの負担は減っています。

• 最後はその他損益で、59億円の利益減になっていますが、これは前年に計上した不動産売却益52億
に加えて、当期に計上している固定資産の減損4億と関係会社の清算による戻り益5億の影響によるも
のです。

• 次に海外について説明します。

• 売上増による35億円の増益は主に米州地域での価格改定の影響によるものです。

• 原価率変動による4億の利益増加の主要因は中国地域およびEMEA地域における商品ミックスによる
ものです。

• 物流費比率の減少による9億の利益増は米州地域での物流費の改善が主要因です。

• 減価償却費の8億減少は、各セグメントの減価償却費の減少によるものです。

• 最後に、その他損益58億円の利益増は、前年度に計上の米国固定資産減損59億円によるものです。

• また、調整額で29億円増となっていますが、これは前年度にブラジルの無形固定資産を減損したことに
よるものです。



• 次に2020年度の経営方針について、ご説明します。スライド10をご覧ください。

• 本年度は「中期経営計画の達成と更なる成長への経営基盤強化を目指す」ことを念頭に置いて事業展
開を進めてまいります。

• 国内は、DXで業務の効率化を加速すること、不確実性の高い経営環境下でも盤石な商品供給体制で
事業拡大を図ること、ブランド戦略を強化し、売上拡大と利益創出を目指すこと、さらに即席めん以外
の事業成長を図ることで、将来の利益の礎を築きます。

• 海外は、米国ではプレミア商品の更なる拡販、中国、ブラジルでは安定的な成長の継続を図ります。イ
ンド、ベトナム、インドネシアでは早期黒字化を目指し、ブランドと収益力強化に取り組んでまいります。

• これらの取組みを進め、グループ一丸となって中期計画の達成に向け業務に邁進します。また、新型コ
ロナウイルス対策を含め、安全安心には最大限の注意を払いながら有事における食の安定供給を維
持してまいります。
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• 続いて、スライド11をご覧ください。2020年度の事業計画です。

• 売上収益は4,860億円、営業利益は435億円、当期利益は305億円で増収増益を目指します。この計画
により現行の中期計画の目標を上方修正します。

• 営業利益率は前年から0.2ポイント改善して9.0％となります。
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• スライド12、セグメント別の売上収益計画です。

• 国内は3,500億円を目標とします。

• 日清食品は、2,060億円を目標とします。

• 海外は、1,360億円を目標とします。

• 米州地域は680億円、中国地域は470億円、アジア地域は135億円、EMEA地域は75億円を目標としま
す。
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• 続いて、セグメント別の主な営業利益計画です。スライド13をご覧ください。

• 国内は、355億円を目標とします。

• 日清食品は280億円。

• 海外は、140億円を目標とします。

• 米州地域は43億円、中国地域は49億円、アジア地域は34億円、EMEA地域は14億円を目標にします。

• 最後に、グループ間調整費の60億を引いた435億円が、連結営業利益です。
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• 続いて、スライド14は、非経常損益の影響を記載しています。

• 現時点で予定される非経常損益は、低温事業の関係会社清算による3億円のみです。



• スライド15をご覧ください。財務・資本政策についてです。

• キャッシュフローは、今期約540億円の営業キャッシュフローを見込んでおり、株主還元、設備投資、事
業投資は原則この営業キャッシュフローで賄い、不足が出れば、現預金、投資有価証券の取り崩しや
各種ファイナンスにて充当していきます。

• 配当は昨日の適時開示通り、前年同額の年間110円を予定しており、引き続き株主重視の配当政策と
して、中計期間の配当性向平均40％以上を目指していきます。

• 以上にて、2019年度業績報告および2020年度事業計画についての説明を終わらせていただきます。

• 続きまして、中期経営計画2020の進捗について、安藤CEOより説明させて頂きます。安藤CEO宜しくお
願いします。
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• 代表取締役・CEOの安藤宏基でございます。

• 本日は当社の決算説明会にご参加いただき、ありがとうございます。

• 新型コロナウイルス感染症の拡大による緊急事態宣言中ということもあり、今回は電話会議での開催
とさせて頂きました。変更にご対応頂きましてありがとうございました。

• CFOの横山から2019年度の着地、2020年度の事業計画について説明がありましたので、私からは「中
期経営計画2020」の進捗状況と最新の事業環境を踏まえた今期の計画、新型コロナウイルス感染症
による当社対応状況、とサステナビリティの活動について、ご説明させていただきます。本年は2016年
に掲げた「中期経営計画2020」の最終年度にあたります。今期は例年以上に先の見えない中で新年度
を迎えましたが、社員一丸となってこの計画達成に向けて邁進していきます。

• 今年は創業62年を迎え、過去最高の営業利益と当期利益を達成しました。

• 当社の上場は1963年で58年目を迎え、中期経営計画最終年度の今年に時価総額1兆円を目指してお
り、現在ある程度の評価を頂き1兆円に近付きつつあります。

• 日清食品社長の安藤徳隆から話があると思いますが、「カップヌードル」ブランドは国内で1,000億円ブ
ランドとして大きく成長してきました。

• 総じてこの1年間を振り返ると日本では値上げを行ったり、冷夏、台風などの天候異変の影響もありま
した。消費増税については当社は軽減税率の対象で影響はなく、年末需要も良かった中、新型コロナ
ウイルス感染症の特需もあり国内は良い決算を迎えました。

• 海外についても値上げを実施した国があったことに加え、新型コロナウイルス感染症対策による巣ごも
り需要により、「カップヌードル」をはじめ、袋めんの需要も高くなった結果、良い決算を迎えた国がいく
つもありました。このような有事の中で、企業の存在価値の進化が問われた1年だったと思っています。
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• では、スライド17ページをご覧ください。

• 今期の事業計画は新型コロナウイルスに関する影響を見積もっていませんが、新年度開始から本日
時点までの状況を分析し、最新の事業環境を踏まえ今期の計画数値目標を修正しています。

• 昨年修正した中期経営計画から新計画への主な変更点ですが、中央のグレーのところが1年前に修正
したものでして、売上収益を4,800億円から今回4,860億円に見直しています。

• これに伴って営業利益については425億円から435億円に見直し、純利益については300億円から305
億円に見直しています。

• 海外営業利益比率については当初30%以上を考えていましたが、結果的には28.3%に落ち着き、少々未
達になる計画となっております。

• この結果、ROEについては昨年度と同様の9％、調整後EPSは281円となっています。

• 現在の中期経営計画を発表した直前の2016年3月期のIFRSベースの調整後EPSは188円でしたので、
5年間のCAGRは8.3％程度の見込みです。

• 次のスライドをご覧ください。
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• 現在は中期経営計画の最終年度ではありますが、本年度の計画が見えてきましたので、本中期経営
計画の進捗及び振り返りをしたいと思います。

• 2016年5月12日に発表した当時の計画は一番左の列の通りです。これに対して、昨年2019年5月13日
にその時点での状況を踏まえて修正した2020年度の計画がその右の「2020年度修正後計画」になりま
す。売上収益4,800億円の列です。

• 今回さらに、昨年度の実績及び昨今の経営環境を見直したところ、本年度の計画を再度修正させて頂
くことになりました。それが左から3列目の「新2020年度計画」となります。この計画を達成することで、
ROEは2016年当初に設定した8％以上を上回り、9％となる見込みです。また、配当性向は本中期経営
計画期間の平均40％以上を目指していましたが、41.3％になる見込みです。調整後EPSの平均成長率
は当時10％以上を目指していましたが、これについては8.3％程度となる見込みです。これは結構良い
収益率と思います。来年度からの新中期経営計画では、更なる利益成長と財務施策を組合わせて、
EPSの持続的な成長を目指していきます。

• 次のスライドをお願いします。
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• こちらでは中計期間中の時価総額と調整後EPSの推移を表しています。関連する主なイベントとしては
2015年度の第3四半期にブラジル日清を連結子会社化しています。そして2016年5月に現在の中計を
発表、2018年4月よりIFRS（国際会計基準）を導入してます。また昨年6月には国内即席めん事業で価
格改定をしております。今後も持続的な成長を目指していき、その結果としての市場からの評価である
時価総額の拡大を目指していきます。

• 株価が9,600円になると時価総額が1兆円になります。これを維持するため、いかに成長させていくかと
いう点においては、収益の確保と将来の成長性にかかっている部分だと思います。時価総額1兆円は
タッチダウンでは意味がなく、あくまで通過点であると理解しております。

• アナリストの皆さまから評価を得て、目標株価を1万円と付けて頂き、皆さまへ感謝申し上げる次第でご
ざいます。今期中には時価総額1兆円の到達を果たしたいと考えております。
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• それでは、スライド20ページをご覧ください。

• こちらのページは、同様の内容を補足資料の4ページに細かく情報を開示しています。

• このセグメント情報が公式に公表している数値であり、この内訳の各会社毎の数値は公表していませ
ん。売上・利益についてはあらましの増減をおおよそのパーセントでお答えさせて頂きますので了解願
います。

• 見直し後のセグメント別業績見込みについてご説明いたします。

• 国内即席めん事業は、売上収益目標を45億円上乗せして2,425億円を新たな目標といたします。営業
利益は7億円上乗せした302億円を目標とします。

• 低温・菓子・飲料事業は、売上収益目標を10億円上乗せして1,040億円といたします。営業利益は11億
円見直して41億円といたします。

• 米州地域は、ブラジルを中心に好調のため、売上収益は5億円上乗せして680億円といたします。営業
利益は6億円上乗せした43億円といたします。

• 中国地域は引き続き安定した収益構造を維持しておりますので、売上収益と営業利益ともに前年並み
の売上収益、470億円、営業利益は2億円上乗せして49億円といたします。

• アジア地域の売上収益の目標は現状を踏まえ、5億円上乗せして135億円とします。営業利益は持分
法による投資利益の増加も考慮し7億円増額の34億円といたします。

• EMEA地域の売上収益は前回の計画通り、75億円ですが、営業利益については1億円上乗せした14億
円といたします。

• このセグメント情報を足し算すると新計画の営業利益435億円より多くなります。理由としましては、60
億円の管理費用などがここに入っていないからですが、すべてのセグメントで売上増・利益増となって
おります。特に海外の利益合計140億円は達成していきたいと思っています。
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• 続いて、中期経営計画で掲げた5つの柱の戦略について振り返りたいと思います。

• 1つ目の柱である「カップヌードルのグローバルブランディング」では、「カップヌードル」の成長目標2015
年度比1.5倍を掲げております。2019年度も前年比6％強増加し、2015年度比1.2倍の結果となっており、
本年度末には1.3倍程度を見込んでいます。従いまして、今期当初目標の1.5倍に到達することが難しい
状況です。

• 「カップヌードル」をグローバルブランドとして育成してく上で、販売食数は重要な目標値ではありますが、
例えば、米国では低価格で販売されている「カップヌードル」の価格改定、プレミアム商品の「カップヌード
ル」へのシフトにより数量だけを追うのではなく、付加価値品へのシフトをしており、ブランド力の強化とい
う面では取り組みの成果がしっかりと業績に表れてきていると考えています。

• 当社が注力するBRICsのブラジル、中国、インドでは堅調に「カップヌードル」ブランドの売上を伸ばして
います。一方で、高級袋めんや汁なしめんの市場成長が期待できるエリアでは「カップヌードル」にこだ
わらずプレミアム商品の成長機会を優先することも必要であると考えております。

• これにより昨年同様に、2020年度で2015年度比1.3倍ほどの伸びに落ち着くと考えておりますが、「カップ
ヌードルのグローバルブランディング」の強化についてはしっかりと進めていきます。

• 2つ目の柱である「重点地域への集中」では、海外事業が全般的に順調に推移しており、BRICs以外の
地域業績も好調です。このような状況のため2020年度の重点地域の営業利益比率は63％と見込んでお
ります。本来は海外の営業利益の内、BRICsの営業利益は70%を目指しておりました。海外事業が全般
的に順調な中、タイ、フィリピン、米国といったBRICs以外の営業利益が増えてきており、BRICs自体の目
標は達成していますが、相対的に目標のパーセンテージには到達していないと言うことです。

• 3つ目の柱である「国内収益基盤の盤石化」では、将来の労働人口の減少に向け省人化や生産の効率
化を目的とした日清食品関西工場が2020年度から本格稼働し、ここで得た知見を他の工場へ展開する
ことにより収益基盤の一層の安定化に取り組みます。

• またコアブランドの強化を進め、高付加価値化と共に、より簡便でよりターゲット層にささる、魅力的な商
品開発を行うことで、引き続きブランドの育成を進めてまいります。また明星食品も「チャルメラ」や「中華
三昧」など大きなブランドに育ってきました。

（次ページにつづく）
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• これらの事業活動によって、国内の即席めん事業では、2020年度の当初の営業利益目標を上回るこ
とができるだろうと考えております。

• 4つ目の柱である「第2の収益の柱の構築」につきましては、当初織り込んでいたM&Aに関して現時点
では具体的な成果はありませんが、これからも良案件があれば積極的に検討してまいります。また、
シリアル事業、冷凍事業についてはマーケットでの存在価値を大いに高められたと考えております。ま
だまだ即席めんと比べて収益性で劣りますので、今後もブランド強化と収益力の強化を課題に進めて
いきたいと考えております。

• 最後に「グローバル経営人材」につきましては、経営人材プールが約190名となりました。人材プール
はほぼ充足してきました。引き続き、人材プールの質向上に向け、計画的なローテーションや教育を
行い、強化してまいります。

• 続いて、スライド22ページで、投資関連について振り返りたいと思います。

• 事業投資に関しましては、本中計期間中に英国プレミアフーズ社への出資、タイプレジデントフーズ社
への出資、中国で珠海日清包装有限公司への出資など4カ年累計で約246億円の投資を実施してお
ります。

• 英国プレミアフーズ社への出資の成果といたしましては、プレミアフーズ社のディストリビューションネ
ットワークを利用した当社の欧州ブランド「Soba」の英国での売上拡大や、プレミアフーズのOEM受託
による売上増などがあります。イギリス市場向けの「CUP NOODLES」は2019年度第1四半期から本格
的な上市を果たし、小さい規模ではありますが、前年比471%と順調に推移しています。

• タイプレジデントフーズ社への出資に関しては、持分法による投資利益の増加に貢献しています。珠
海日清包装有限公司は即席めんの包装資材の製造を行う会社として、香港日清が買収いたしました
。今後も当社の成長に繋がる案件を検討してまいります。

• 設備投資については、4年で当初5年間累計予算枠1,500億円を超えました。この結果、5か年累計の
着地見込みは2,251億円程度となりそうです。主な超過項目については表をご確認ください。

（次ページにつづく）
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• この結果、減価償却費は当初予定を上回って推移しており、2020年度は64億円ほど計画を上回りそう
です。ただし、その内約30億円はIFRS16号適用の影響で、これはリース物件を償却費として計算し直し
た結果の計上増の事です。実質的には34億円程度の増加予定となっています。

• 当社は今まで、安全安心への対応、労働人口減少問題に対する課題解決、成長カテゴリーへの投資
を軸に投資を進めてきました。

• 今後、これらの事業投資・設備投資につきましては、M&Aと設備投資を合わせた総額でのコントロール
を進め、またROIにより投資の優先順位付けを明確にし、規律ある投資戦略を進めていきたいと考えて
おります。

• アナリスト・機関投資家の方々からのご意見で、今期の見込みは保守的とお聞きしています。これは、
当社の性格の問題かもしれませんが、我々は出来る事しか言わず、それ以上のことを頑張って目指す
という方針ですので、ご理解ください。

• 5か年計画の最終年度を迎えた中、売上収益4,860億円、営業利益435億円、純利益305億円、ROE9%、
本中計期間の平均配当性向40％以上は必達として、これ以上を目指し、皆様からの評価を得て、時価
総額1兆円を達成したいと思っております。

• 続いては、現在深刻化しております、新型コロナウイルス感染症への対応状況についてご説明させて
頂きます。

• まず、新型コロナウイルス感染症による当社の対応ですが、国内においては、2月27日から原則在宅
勤務を実施しております。業務基盤としてマイクロソフトオフィス365をはじめとするTEAMS会議システム
の運用や電子決裁システムによるスタンプレス事務処理などにより、約7-8割の生産人員以外の在宅
勤務を促進しています。

• 生活インフラである食品を消費者の皆様にお届けできるように、増産体制で取り組み、定番商品にSKU
を絞り効率的な生産を行っております。

• 資材調達についても現状は大きな問題がなく、製品供給に努めております。

（次ページにつづく）
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• 新型コロナウイルス感染症による、2019年度の売上収益への影響はグループ全体で約59億円と算出
しております。これは当初立てた着地見込みに対して、59億円程度の売上増があったという事になりま
す。

• 次のスライドをお願いします。

• 当社では持続的成長に向けた取り組みを積極的に展開しております。

• 2030年を目標に「EARTH FOOD CHALLENGE 2030」をスタートさせます。この取り組みは、日清食品グ
ループ独自の環境に関する中長期戦略です。重要度の高い環境課題にチャレンジし環境との共生力
を高めることで、将来の事業リスクを回避し、事業ライフサイクルを長期にわたり持続させていきます。
こちらについては、別途機会を設けてより詳しく説明させて頂ければと思っております。SBT（Science 
Based Targets：科学と整合した目標設定）という基準に則った目標を今後公表し、このチャンレンジに
向かって進めて行きたいと考えております。

• これに関連しますが、昨年度から開始しました「カップヌードル ローリングストックセット」の販売を通じ
た、災害備蓄に対する意識を高める取り組みが評価され、「第6回 ジャパン・レジリエンス・アワード」の
企業・産業部門において「最優秀賞」を受賞しました。当社が有事に強い事業構造を持っていることを
改めて評価されたと思っています。

• もう一つ、TCFD提言を踏まえ気候変動が当社経営に与える影響をまとめており、近々公表を予定して
います。シナリオ分析を行ったところ、原材料調達分野を中心に、影響度が比較的少ないという結果に
なっています。

• また、世界的なESG投資の株価指数である、DJSIのAsia / Pacific Indexの構成銘柄に2年連続で組み
入れられました。

• 健康経営に対する評価として経済産業省・日本健康会議からは「健康経営優良法人2020（ホワイト500
）」にも2年連続で認定されました。

• こちらも2年連続になりますが、国内企業の女性活躍に対する評価である「なでしこ銘柄」では、「準なで
しこ」に選定されております。引き続き、女性活躍を強く推進していきたいと考えております。

• 以上、説明に代えさせて頂きます。
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